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奉
納
百
首
の
展
開

福　

留　

瑞　

美

は
じ
め
に

　

神
仏
へ
の
法
楽
（
奉
納
）
は
、
神
仏
へ
手
向
け
る
こ
と
で
そ
の
心
を
楽

し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
仏
と
結
縁
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
読
経
・
納
経
の
他
に
も
、
歌
舞
・
東
遊
び
・
催
馬

楽
・
今
様
・
朗
詠
・
和
歌
・
連
歌
・
騎
射
・
相
撲
な
ど
も
神
仏
へ
奉
納
さ

れ
た
。
和
歌
に
関
し
て
言
え
ば
、『
古
今
集
』
仮
名
序
で
『
毛
詩
』
序
を
踏

ま
え
て
「
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
る
も
の
と
和
歌
の

効
用
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
仏
の
感
応
を
得
る
も
の
と
見
な
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
様
々
な
目
的
や
方
法
で
和
歌
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
奉
納
和
歌
（
特
に
奉
納
百
首
）
の
詠
出
状
況
に
つ

い
て
整
理
し
、
奉
納
百
首
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う

和
歌
史
と
し
て
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
引
用
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
拠
っ
て
お

り
、
各
和
歌
下
の
数
字
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
本

文
に
つ
い
て
は
便
宜
上
漢
字
を
当
て
た
り
送
り
仮
名
を
省
い
た
り
、
表
記

を
改
め
て
い
る
。

一
、
奉
納
和
歌
の
分
類

　

ま
ず
は
神
仏
へ
奉
納
さ
れ
た
和
歌
、
つ
ま
り
は
「
奉
納
和
歌
」
と
言
え

る
範
囲
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

朱
雀
院
の
奈
良
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
時
に
、

手
向
山
に
て
詠
み
け
る　
　
　
　
　
　

菅
原
の
朝
臣
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①
こ
の
た
び
は
幣
も
と
り
あ
へ
ず
手
向
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
（
古

今
集
・
羈
旅
・
四
二
〇
）

②
か
き
曇
り
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
大
空
に
あ
り
と
ほ
し
を
ば
思
ふ
べ
し
や
は

（
貫
之
集
・
八
三
〇
）

稲
荷
に
歌
詠
み
て
奉
る
と
聞
き
て
、
下
の
社
に

③
稲
荷
の
や
三
つ
の
玉
垣
う
ち
た
た
き
我
が
禰
宜
事
を
神
も
こ
た
へ
よ
（
恵

慶
法
師
集
・
五
八
）

後
三
条
院
御
時
は
じ
め
て
日
吉
の
社
に
行
幸
侍
け
る
に
、
東
遊

び
に
う
た
ふ
べ
き
歌
お
ほ
せ
ご
と
に
て
詠
み
は
べ
り
け
る
に

 

大
弐
実
政

④
あ
き
ら
け
き
日
吉
の
み
か
み
君
が
た
め
山
の
か
ひ
あ
る
よ
ろ
づ
よ
や
へ

ん
（
後
拾
遺
集
・
神
祇
・
一
一
六
九
）

貴
船
に
ま
ゐ
り
て
斎い

垣が
き

に
書
き
つ
け
侍
け
る　
　

藤
原
時
房

⑤
思
ふ
こ
と
な
る
か
は
神
に
あ
と
た
れ
て
貴
船
は
人
を
わ
た
す
な
り
け
り

（
後
拾
遺
集
・
神
祇
・
一
一
七
七
）

政
平
、
堂
を
造
ら
む
と
て
人
々
に
奉
加
を
勧
む
る
に
、

皆
人
々
歌
を
詠
み
て
奉
加
を
せ
ら
れ
し
か
ば

⑥
底
深
き
願
ひ
の
う
み
し
い
と
は
ず
は
つ
ゆ
た
て
ま
つ
り
く
は
ふ
ば
か
り

ぞ
（
重
家
集
・
四
九
二
）

　

こ
れ
ら
の
和
歌
は
い
ず
れ
も
神
仏
へ
奉
納
さ
れ
た
も
の
（
奉
納
和
歌
）

と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
①
は
幣
の
代
わ
り
に
紅
葉
を
手
向
け
つ
つ
詠
ま
れ

た
歌
で
あ
り
、
宇
多
院
の
宮
滝
行
幸
の
安
全
祈
願
の
た
め
菅
原
道
真
が
代

表
し
て
和
歌
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
②
は
、
社
も
な
く
災
い

を
も
た
ら
し
て
い
た
蟻
通
の
神
前
を
通
る
と
き
、
御
幣
の
代
わ
り
に
詠
み

奉
っ
た
歌
で
あ
る
。
和
歌
③
は
稲
荷
社
に
和
歌
奉
納
を
す
る
と
聞
い
て
参

加
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
和
歌
④
は
日
吉
行
幸
に
お
い
て
神
前
奉
納
す

る
歌
舞
の
た
め
の
歌
で
あ
る
。
和
歌
⑤
は
貴
船
神
社
の
斎
垣
に
書
き
付
け

祈
願
し
た
も
の
で
あ
り
、
和
歌
⑥
は
片
岡
社
禰
宜
賀
茂
政
平
の
堂
造
営
の

奉
加
と
し
て
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
和
歌
を
詠
出
状
況
（
型
）
で
分
類
し
て
み
る
と
、

上
位
者
に
代
わ
っ
て
の
祈
願
（
和
歌
①
④
「
代
理
型
」）、
自
ら
の
救
済
・

祈
願
成
就
を
求
め
る
も
の
（
和
歌
②
⑤
「
独
詠
型
」）、
勧
進
奉
加
の
和
歌

（
和
歌
③
⑥
「
追
従
型
」）
と
な
る
。
詠
者
の
立
場
・
目
的
・
動
機
・
方
法

な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
奉
納
を
目
的
と
し
て
詠
ま
れ
た
和
歌
（
奉

納
和
歌
・
法
楽
和
歌
）
と
言
え
る
。

　

こ
う
い
っ
た
奉
納
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
も
百
首
歌
が
組
み
込
ま
れ
て

い
く
。「
追
従
型
」
の
延
長
線
上
に
社
頭
歌
合
の
出
詠
歌
や
勧
進
奉
加
の
百

首
歌
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
個
人
的
救
済
・
祈
願
成
就
を
求
め
る
「
独
詠

型
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
個
人
詠
の
奉
納
百
首
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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次
章
か
ら
は
、
追
従
型
の
百
首
と
独
詠
型
の
百
首
の
性
格
と
そ
の
展
開
の

違
い
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

二
、「
追
従
型
」、
社
頭
歌
合
か
ら
勧
進
奉
加
の
百
首
歌
へ

　

歌
合
に
は
、「
民
部
卿
家
歌
合
」（
八
八
五
年
頃
）「
寛
平
御
時
菊
合
」（
八

九
一
年
頃
）「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」（
八
九
二
年
頃
）「
亭
子
院
女
郎
花

合
」（
八
九
八
年
）
な
ど
の
遊
戯
中
心
の
歌
合
の
他
に
、
神
仏
へ
の
法
楽

（
奉
納
）
が
目
的
の
歌
合
が
存
在
す
る
。

　

法
華
三
十
講
の
法
楽
と
し
て
藤
原
道
長
主
催
「
長
保
五
年
右
大
臣
家
歌

合
」（
一
〇
〇
三
年
五
月
、
判
者
公
任
）、
頼
通
主
催
「
賀
陽
院
水
閣
歌
合
」

（
一
〇
三
五
年
五
月
、
公
任
に
よ
る
撰
歌
合
、
判
者
輔
親
）
が
あ
り
、
法
会

の
際
に
も
歌
合
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
神
へ
の
法
楽
と
し
て
社
頭
歌
合
が
現
れ
、
通
宗
主
催
「
気
多
宮

歌
合
」（
一
〇
七
二
年
二
月
、
能
登
国
一
宮
）・
神
祇
伯
源
顕
仲
主
催
の
三

社
頭
歌
合
「
西
宮
歌
合
」（
一
一
二
八
年
八
月
、
広
田
神
社
・
判
者
基
俊
）

「
南
宮
歌
合
」（
一
一
二
八
年
九
月
、
広
田
社
末
社
・
判
者
行
尊
）「
大
治
三

年
住
吉
歌
合
」（
一
一
二
八
年
九
月
、
判
者
顕
仲
）
な
ど
、
社
頭
に
お
い
て

歌
合
奉
納
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
も
、「
嘉
応
二
年
住
吉
歌

合
」（
一
一
七
〇
年
十
月
、
判
者
俊
成
）・
道
因
勧
進
「
承
安
二
年
広
田
社

歌
合
」（
一
一
七
〇
年
二
月
、
五
十
八
人
の
和
歌
を
道
因
が
撰
歌
・
結
番
、

俊
成
が
加
判
）・「
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」（
一
一
七
三
年
八
月
、
判
者
俊

成
）・
教
長
勧
進
「
三
井
寺
山
家
歌
合
」（
判
者
教
長
）・
賀
茂
重
保
主
催

「
別
雷
社
歌
合
」（
一
一
七
八
年
、
判
者
俊
成
）
な
ど
、
様
々
な
神
社
で
歌

合
奉
納
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
奉
納
歌
合
（
社
頭
歌
合
）
と
い
う
流
れ
に
お
い
て
も
、
百
首

歌
が
取
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
一
八
二
年
に
賀
茂
重
保
勧
進

の
「
寿
永
百
首
（
家
集
）」
が
編
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
賀
茂
別
雷
社
神
主
の

重
保
が
『
月
詣
集
』（
私
撰
集
）
を
編
纂
し
て
賀
茂
社
に
奉
納
す
る
た
め
、

撰
歌
資
料
と
し
て
集
め
た
―
「
勧
進
」
し
た
「
三
十
六
人
の
百
首
」（『
月

詣
集
』
序
文
）
で
あ
り
、「
神
主
重
保
依
願
請
当
世
好
士
各
和
歌
百
首
可
進

納
神
殿
云
々
」（『
経
盛
集
』
奥
書
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
は
平
経

盛
の
他
に
藤
原
頼
輔
・
季
経
・
隆
信
・
経
家
・
親
盛
・
資
隆
・
寂
蓮
・
寂

然
、
平
忠
度
・
経
正
、
源
師
光
・
惟
宗
広
言
・
鴨
長
明
・
殷
富
門
院
大
輔
・

皇
太
后
宮
大
進
な
ど
が
、
重
保
の
依
願
（
勧
進
）
を
請
け
て
百
首
歌
を
作

成
―
「
奉
加
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
構
成
は
既
存
の
自
詠
歌
を

「
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
」
と
い
う
部
立
に
別
け
、
お
お
よ
そ
百
首
と

な
る
よ
う
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。『
八
雲
御
抄
』
巻
二
に
「
諸
社
に
於
て
の

歌
会
は
、
勧
進
の
人
之
を
書
き
番
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
社
頭
歌
合
で
は

詠
者
を
募
り
結
番
も
行
っ
た
と
い
う
勧
進
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
『
月
詣
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集
』
で
は
、
社
頭
を
机
上
に
置
き
換
え
て
、
勧
進
者
（
重
保
）
が
百
首
歌

（
寿
永
百
首
）
を
集
め
、
歌
を
撰
出
し
私
撰
集
に
仕
立
て
て
奉
納
す
る
と
い

う
無
披
講
の
歌
合
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
神
へ
の
法
楽
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
一
一
八
六
年
に
西
行
は
「
二
見
浦
百
首
」
を
勧
進
し
、
寂
蓮
・

隆
信
・
家
隆
・
定
家
な
ど
十
二
人
ほ
ど
が
奉
加
し
た
。
定
家
の
「
二
見
浦

百
首
」
に
よ
る
と
「
春
20
・
夏
10
・
秋
20
・
冬
10
・
恋
10
・
述
懐
5
・
無

常
5
・
雑
20
首
」
の
部
立
百
首
で
あ
る
。
慈
円
も
一
一
八
八
年
に
同
題
で

「
御
裳
濯
百
首
」
を
詠
み
、
そ
の
端
書
に
「
依
二
円
位
聖
人
勧
進
一
文
治
四

年
秋
比
詠
レ
之
、
為
二
大
神
宮
法
楽
一
也
云
云
。
只
為
二
結
縁
一
也
」
と
記
し

て
い
る
。
勧
進
奉
加
の
百
首
歌
が
神
へ
の
法
楽
と
な
り
、
結
縁
に
も
な
る

と
い
う
意
識
の
も
と
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
西
行
は
自

歌
合
の
「
御
裳
濯
河
歌
合
」（
一
一
八
七
年
、
判
者
俊
成
）「
宮
河
歌
合
」

（
一
一
八
九
年
、
判
者
定
家
）
を
伊
勢
内
宮
と
外
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
賀
茂
重
保
が
賀
茂
社
の
法
楽
に
社
頭
歌
合
（
一
一
七

八
年
）
と
百
首
歌
の
勧
進
（
一
一
八
二
年
）
を
行
っ
た
こ
と
と
同
じ
よ
う

に
、
西
行
も
伊
勢
社
へ
百
首
歌
を
勧
進
し
て
自
歌
合
も
奉
納
し
て
お
り
、

歌
合
奉
納
と
百
首
奉
納
が
同
じ
意
識
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
に
は
、
慈
円
勧
進
の
「
文
集
百
首
」（
一
二
一
八
年
、
北
野
社
奉

納
、
詠
者
慈
円
・
定
家
）「
四
季
題
百
首
」（
一
二
二
〇
年
・
伊
勢
社
奉
納
、

詠
者
慈
円
・
定
家
・
家
隆
）、
真
観
勧
進
「
結
縁
経
百
首
（
法
華
料
紙
裏
百

首
）」（
一
二
四
五
年
、
詠
者
信
実
・
為
家
ら
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、『
雲

葉
集
』
二
八
七
詞
書
「
住
吉
社
へ
百
首
歌
奉
納
時
」
と
し
て
光
俊
（
真
観
）

の
和
歌
が
あ
り
、『
秋
風
集
』
に
は
「
住
吉
社
百
首
」
と
し
て
鷹
司
院
帥

（
115
・
189
）・
尚
侍
家
中
納
言
（
116
・
296
）・
鷹
司
院
按
察
（
226
）
な
ど
光
俊

の
周
辺
人
物
が
同
じ
く
住
吉
社
百
首
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
光
俊
に

よ
る
勧
進
奉
加
の
百
首
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

三
、「
独
詠
型
」
の
奉
納
百
首

　
「
独
詠
型
」
の
奉
納
和
歌
に
属
す
る
奉
納
百
首
の
は
じ
め
は
、
初
期
百
首

の
一
つ
、
相
模
の
「
走
湯
百
首
」（
三
組
の
百
首
歌
の
う
ち
最
初
の
相
模

詠
）
で
あ
る
。
一
〇
二
四
年
頃
に
成
立
し
た
相
模
の
「
走
湯
百
首
」
は
、

序
に
よ
れ
ば
、
正
月
に
伊
豆
の
走
湯
権
現
に
詣
で
た
際
に
手
向
の
幣
を
草

紙
に
し
て
社
の
下
に
埋
め
た
と
い
う
百
首
歌
で
、
四
月
に
は
「
権
現
の
御

返
り
」
と
し
て
百
首
歌
が
届
け
ら
れ
、
も
う
一
度
百
首
を
詠
ん
で
返
し
た

と
い
う
。
歌
題
は
贈
答
の
三
組
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
初
春
・
中
春
・
は
て

の
春
・
早
夏
・
中
夏
・
終
夏
・
早
秋
・
中
秋
・
季
秋
・
初
冬
・
中
冬
・
は

て
の
冬
」
の
十
二
ヶ
月
を
題
に
し
た
も
の
と
、「
さ
い
は
ひ
・
い
の
ち
・
子



125

を
願
ふ
（
権
現
詠
は
「
子
ま
う
す
」
七
首
）・
う
れ
へ
・
思
ひ
・
心
の
う
ち
・
夢
・

雑
」
と
い
う
祈
願
内
容
を
そ
の
ま
ま
題
に
し
た
も
の
を
、
ほ
ぼ
五
首
ず
つ

詠
む
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
和
歌
内
容
も
十
二
ヶ
月
の
季
節
題
の

部
分
で
も
述
懐
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
百
首
歌
の
最
初
で
あ
る
「
好

忠
百
首
」「
順
百
首
」「
恵
慶
百
首
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、「
走
湯
百

首
」
は
相
模
と
走
湯
権
現
と
の
百
首
歌
に
よ
る
述
懐
的
唱
和
形
式
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
独
詠
型
奉
納
百
首
に
属
す
る
も
の
、「
走
湯
百
首
」
の
次
に
確

認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、『
俊
成
五
社
百
首
』（
一
一
九
〇
年
）
と
い
う

こ
と
に
な
る
。『
長
秋
詠
藻
』
605
〜
606
に
は
、

法
性
寺
座
主
法
印
、
百
首
歌
を
詠
み
て
人
々
に
も
勧
め
ら

る
と
聞
こ
え
し
を
、「
入
道
、
両
社
百
首
と
い
ふ
物
よ
ま
む

と
す
な
り
。
同
じ
く
は
こ
れ
に
具
し
て
我
が
詠
め
る
を
も

日
吉
に
も
ま
ゐ
ら
せ
よ
」
と
侍
り
し
を
、
詠
み
か
ふ
る
と

は
思
ひ
給
へ
し
か
ど
も
、
人
々
に
具
し
申
す
べ
し
と
も
思

ひ
給
へ
ず
、
又
い
で
こ
む
こ
と
も
あ
り
が
た
し
な
ど
申
し

た
り
し
を
、
な
ほ
な
ど
勧
め
つ
か
は
し
て
消
息
の
奥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
印

い
か
で
か
は
君
が
に
ほ
ひ
を
そ
へ
ざ
ら
ん
神
に
手
向
く
る
百も
も

草
の
花

　
　
　

返
し

手
向
く
べ
き
心
ば
か
り
は
あ
り
な
が
ら
花
に
並
べ
ん
言
の
葉
ぞ
な
き

と
い
う
慈
円
と
俊
成
の
贈
答
歌
が
あ
り
、『
拾
玉
集
』
に
も
「
五
条
三
位
入

道
俊
成
の
も
と
へ
、
百
首
の
歌
す
す
め
に
つ
か
は
す
と
て
」（
5104
）
と
し
て

載
録
さ
れ
て
お
り
、『
新
後
撰
集
』（
神
祇
歌
・
753
〜
754
）
に
も
入
集
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
『
長
秋
詠
藻
』
六
〇
五
詞
書
に
よ
る
と
、
慈
円
が
百
首
歌

の
勧
進
を
し
て
い
た
頃
に
俊
成
は
両
社
奉
納
百
首
を
詠
ん
で
い
る
最
中
で

あ
り
、
慈
円
が
勧
進
す
る
百
首
歌
に
合
流
さ
せ
よ
と
あ
っ
た
が
、
変
更
可

能
で
は
あ
る
が
人
々
と
一
緒
に
し
よ
う
と
は
思
わ
れ
ず
、
別
に
百
首
歌
を

詠
む
こ
と
も
難
し
く
て
断
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
で
も
な
お
慈
円
か
ら
の

催
促
が
あ
っ
た
と
い
う
。
松
野
陽
一
氏
（『
藤
原
俊
成
の
研
究
』
笠
間
書

院
・
一
九
七
三
年
）
は
、
こ
の
「
両
社
百
首
」
が
『
俊
成
五
社
百
首
』
の

う
ち
最
初
に
成
立
し
た
「
春
日
社
百
首
」「
日
吉
社
百
首
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
や
は
り
俊
成
に
と
っ
て
、
集
団
奉
納
（
勧
進
追
従
型
の
百
首
歌
）
と

い
う
も
の
と
個
人
奉
納
（
独
詠
型
奉
納
百
首
）
と
い
う
も
の
は
全
く
の
別

物
で
、
意
義
や
方
針
が
全
く
異
な
っ
た
方
向
性
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
独
詠
型
奉
納
百
首
の
流
れ
に
お
い
て
、
相
模
の
場
合
は
自

作
の
歌
題
で
奉
納
百
首
を
詠
ん
で
い
た
が
、
俊
成
の
場
合
は
既
存
の
題
で
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詠
作
年

詠
者
／
勧
進
者
＊
お
よ
び
百
首
名

歌
題
・
部
立
・
奉
納
先 

な
ど

一
〇
二
四
頃

相
模 
走
湯
百
首

﹇
正
月
〜
十
二
月
・
幸
ひ
・
命
・
子
を
願
ふ
・
愁
へ
・
思
ひ
・
心
の
内
・
夢
・
雑
﹈ 

伊
豆
権
現
に
奉
納
。

一
一
八
二

賀
茂
重
保
勧
進* 

寿
永
百
首

「
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
」
か
ら
な
る
取
集
め
百
首
。
詠
者
三
六
人
。
賀
茂
社
に
奉
納
。

一
一
八
六

西
行
勧
進* 
二
見
浦
百
首

﹇
春
20
・
夏
10
・
秋
20
・
冬
10
・
恋
10
・
述
懐
5
・
無
常
5
・
雑
20
﹈ 

詠
者
定
家
・
家
隆
ら
、
伊
勢
社
に
奉
納
。

一
一
九
〇

俊
成
五
社
百
首

堀
河
題
。
伊
勢
社
・
賀
茂
社
・
春
日
社
・
日
吉
社
・
住
吉
社
の
五
社
に
奉
納
。

一
一
九
二

慈
円 

住
吉
社
百
首

﹇
雑
50
・
四
季
述
懐
50
﹈。（
秋
日
詣
住
吉
社
詠
百
首
和
歌
）。「
住
吉
之
詞
」
を
全
歌
に
入
れ
置
く
。

一
二
〇
一

後
鳥
羽
院 

内
宮
・
外
宮
百
首

﹇
春
20
・
夏
15
・
秋
20
・
冬
15
・
祝
5
・
神
祇
5
・
雑
20
﹈ 

伊
勢
内
宮
と
外
宮
に
奉
納
。

後
鳥
羽
院 

北
野
社
百
首

『
夫
木
抄
』
に
一
八
首
。
構
成
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
に
渡
っ
て
い
る
。

一
二
〇
四
か

俊
成 

祇
園
百
首

堀
河
題
。（
陪
祇
園
宝
前
詠
百
首
和
歌
）

一
二
〇
五

雅
経 

春
日
社
百
首

﹇
春
20
・
夏
20
・
秋
20
・
冬
20
・
釈
教
10
・
述
懐
9
・
長
歌
・
反
歌
﹈（
於
宝
前
披
講
七
ヶ
日
参
籠
之
間
詠
之
）

一
二
一
二

慈
円 

日
吉
百
首

﹇
短
歌
90
・
旋
頭
歌
・
混
本
歌
・
沓
冠
・
折
句
・
物
名
・
誹
諧
2
・
長
歌
・
反
歌
2
﹈ 

十
禅
師
社
に
奉
納

一
二
一
八

慈
円
勧
進* 

文
集
百
首

白
詩
句
題
百
首
﹇
春
15
・
夏
10
・
秋
15
・
冬
10
・
恋
5
・
山
家
5
・
旧
里
付
懐
旧
5
・
閑
居
10
・
述
懐
10
・
無
常
10
・
法
門
5
﹈　

詠
者

慈
円
・
定
家
・
寂
身
ら
。
北
野
社
に
奉
納
。

一
二
一
九

慈
円 

難
波
百
首

﹇
真
諦
50
・
俗
諦
50
﹈。
四
天
王
寺
に
奉
納
。

一
二
一
九
か

慈
円 

賀
茂
百
首

﹇
春
20
・
夏
15
・
秋
20
・
冬
15
・
雑
30
﹈

一
二
一
九
か

慈
円 

八
幡
百
首

法
門
妙
経
八
巻
之
中
取
百
句
（
法
華
要
文
百
首
）。
石
清
水
八
幡
宮
に
奉
納
。

一
二
一
九
か

慈
円 

春
日
百
首

﹇
花
・
夏
月
・
鹿
・
落
葉
・
法
文
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
﹈

一
二
一
九
か

慈
円 

春
日
百
首
草

﹇
諸
社
16
・
諸
寺
16
・
四
季
・
三
国
・
五
常
・
三
世
・
三
界
・
九
宗
・
五
時
・
十
界
・
十
如
・
三
宝
・
三
身
・
四
土
・
五
大
﹈ 

春
日
社
に

奉
納
。

一
二
二
〇

慈
円
勧
進* 

四
季
題
百
首

﹇
神
祇
・
月
・
風
・
雨
・
暁
・
朝
・
夕
・
夜
・
山
・
野
・
海
・
池
・
河
・
田
・
鳥
・
松
・
社
・
草
・
花
・
祝
・
山
家
・
旅
・
恋
・
述
懐
・

釈
教
﹈　

詠
者
慈
円
・
定
家
・
家
隆
ら
。
伊
勢
社
に
奉
納
。

﹇
表
1
﹈
独
詠
型
奉
納
百
首
お
よ
び
勧
進
追
従
型
百
首
＊
の
歌
題
と
様
式
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あ
る
堀
河
題
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
は
、
慈
円
（
諸

社
法
楽
百
首
群
な
ど
多
数
）・
後
鳥
羽
院
・
飛
鳥
井
雅
経
・
藤
原
忠
良
（
玉

葉
集
二
七
七
五
・
続
千
載
集
一
四
一
九
・
秋
風
集
六
三
五
に
て
賀
茂
社
百

首
と
住
吉
社
百
首
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）・
藤
原
隆
祐
（
家
集
・
自

歌
合
な
ど
に
一
部
収
載
）
な
ど
が
詠
ん
で
い
る
。

　

前
頁
の
﹇
表
1
﹈
で
は
、
歌
題
や
様
式
・
成
立
年
な
ど
全
体
像
が
判
明

し
て
い
る
初
期
百
首
か
ら
一
二
二
〇
年
頃
ま
で
の
独
詠
型
奉
納
百
首
・
勧

進
追
従
型
百
首
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、
全
体

的
に
歌
題
は
詠
者
自
作
の
傾
向
に
あ
り
、
構
成
は
四
季
と
雑
歌
が
基
本
ス

タ
イ
ル
で
時
に
は
恋
に
も
わ
た
り
、
詠
作
場
所
や
奉
納
の
仕
方
に
つ
い
て

は
寺
社
参
詣
ま
た
は
参
籠
の
際
に
詠
歌
し
た
も
の
や
人
づ
て
に
奉
納
し
た

も
の
も
あ
る
。
俊
成
・
慈
円
・
後
鳥
羽
院
は
複
数
回
も
奉
納
百
首
を
詠
ん

で
い
る
が
、
同
じ
歌
題
（
堀
河
題
）
を
繰
り
返
し
選
択
し
た
俊
成
は
珍
し

い
と
言
え
る
。

　

慈
円
に
関
し
て
は
、
個
人
詠
の
奉
納
百
首
や
百
首
勧
進
を
か
な
り
の
頻

度
で
行
っ
て
お
り
、
歌
題
や
部
立
・
構
成
に
も
様
々
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
一
一
九
二
年
詠
「
住
吉
社
百
首
（
秋
日
詣
住
吉
社
詠

百
首
和
歌
）」（『
拾
玉
集
』
一
五
〇
四
〜
一
六
〇
三
）
は
、
住
吉
社
へ
詣
で

た
際
に
制
約
と
し
て
全
百
首
に
「
住
吉
之
詞
」
を
入
れ
速
詠
す
る
こ
と
で

成
立
し
た
奉
納
百
首
で
あ
り
、
帰
京
後
に
良
経
に
清
書
さ
せ
て
宝
殿
に
納

め
よ
う
と
す
る
間
に
、
草
本
を
俊
成
が
見
て
点
を
書
き
付
け
て
和
歌
も
詠

ん
だ
と
い
う
（『
拾
玉
集
』
五
二
八
七
）。
そ
の
他
に
も
北
野
天
神
へ
は
白

詩
か
ら
句
題
（
文
集
百
首
）
を
、
石
清
水
八
幡
神
へ
は
経
文
か
ら
句
題
（
八

幡
百
首
）
を
神
の
本
質
（
本
地
垂
迹
）
に
合
わ
せ
て
撰
び
出
し
た
り
、
仏

教
思
想
「
二
諦
」
に
よ
る
構
成
の
も
の
（
難
波
百
首
）
や
、
無
題
で
歌
体

を
指
定
し
て
詠
む
も
の
（
日
吉
百
首
）
ま
で
あ
る
。
百
首
歌
に
お
い
て
様
々

な
制
約
を
課
し
て
様
々
な
表
現
方
法
を
取
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
慈
円
の

独
特
な
宗
教
観
・
和
歌
観
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
藤
原
家
隆
男
の
隆
祐
（
生
没
年
未
詳
）
の
家
集
や
自
歌
合
に
は
、

年
次
不
明
の
春
日
社
百
首
・
住
吉
百
首
・
十
禅
師
社
百
首
・
熊
野
社
百
首

な
ど
が
一
部
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
春
日
社
百
首
に
つ
い
て
は
堀
河

題
を
採
用
し
て
お
り
、
俊
成
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
俊
成
か
ら
始
ま
っ
た
堀
河
題
に
よ
る
独
詠
型
奉
納
百
首
の

流
れ
を
受
け
継
い
だ
も
の
に
、『
為
家
七
社
百
首
』（
一
二
六
一
年
）
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
御
子
左
家
の
祖
で
あ
る
祖
父
の
作
品
『
俊
成
五
社
百
首
』

そ
の
も
の
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
俊
成
と
同
じ
伊
勢
社
・
賀
茂

社
・
春
日
社
・
日
吉
社
・
住
吉
社
の
五
社
に
、
石
清
水
八
幡
宮
と
北
野
天

満
宮
の
二
社
を
加
え
て
、
堀
河
題
百
首
（
七
社
百
首
）
を
奉
納
し
て
い
る
。

そ
の
後
に
は
為
家
の
後
妻
で
あ
る
阿
仏
尼
が
「
家
」
の
存
続
を
か
け
て
訴

訟
の
旅
に
出
た
際
（
一
二
七
九
〜
八
一
年
）
に
東
海
道
沿
い
や
鎌
倉
の
神
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社
（
十
社
）
へ
堀
河
題
百
首
（
前
半
の
五
社
へ
の
散
逸
百
首
は
『
夫
木
抄
』

に
一
部
載
録
、
後
半
五
社
へ
の
百
首
は
『
阿
仏
五
百
首
和
歌
』
と
し
て
載

録
）
を
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
九
八
年
に
為
家
の
孫
に
当
た

る
京
極
為
兼
は
、
佐
渡
左
遷
の
際
に
帰
還
へ
の
思
い
を
込
め
「
鹿
百
首
」

と
し
て
堀
河
題
と
鹿
を
組
み
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
百
首
歌
を
春
日
社
へ
奉
納

し
て
お
り
、
一
三
〇
〇
年
代
初
め
に
住
吉
社
神
主
津
守
国
冬
は
、「
祈
雨
百

首
」
と
し
て
堀
河
題
と
雨
を
組
み
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
百
首
歌
（
雨
に
適
さ

な
い
歌
題
は
別
の
景
物
を
採
用
。
上
段
の
表
2
参
照
）
を
住
吉
社
へ
奉
納

し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
俊
成
か
ら
始
ま
っ
た
堀
河
題
に
よ
る
単
独
詠
型
奉
納

百
首
は
、
宗
教
観
と
相
俟
っ
て
高
度
な
制
約
の
あ
る
組
題
百
首
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

百
首
歌
は
、
初
期
百
首
か
ら
始
ま
り
、
堀
河
百
首
を
経
て
様
々
な
和
歌

世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
百
首
歌
―
百
と
い
う
単
位
の
和
歌
群

は
歳
時
・
人
事
・
雑
と
い
う
人
界
を
網
羅
し
た
構
成
・
歌
題
（
ま
と
ま
っ

た
一
つ
の
世
界
観
）
で
成
り
立
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
広
汎
性
・
便
宜
性

が
見
出
さ
れ
て
、
歌
会
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
歌
合
や
勅
撰
集
・
私
撰

集
な
ど
の
撰
歌
資
料
と
な
っ
た
り
、
詠
作
練
習
・
詠
作
披
露
に
も
使
用
さ

れ
、
時
に
は
御
子
左
家
の
藤
川
百
首
や
堀
河
題
奉
納
百
首
の
よ
う
に
「
家
」

意
識
や
宗
教
的
意
味
合
い
も
付
加
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
百
首
歌

は
、
単
独
詠
で
あ
っ
た
初
期
百
首
の
時
代
か
ら
、
そ
の
後
は
集
団
（
歌
壇
）

に
も
取
り
入
ら
れ
て
実
に
様
々
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

春
20　

雨
中
立
春
・
雨
中
子
日
・
雨
中
霞
・
雨
中
鶯
・
雨
中
若
菜
・
雨
中
残
雪
・
雨

中
梅
・
雨
中
柳
・
雨
中
蕨
・
雨
中
春
駒
・
雨
中
雉
・
雨
中
雲
雀
・
雨
中
帰
雁
・

雨
中
花
・
雨
中
苗
代
・
雨
中
蛙
・
雨
中
菫
菜
・
雨
中
款
冬
・
雨
中
藤
・
雨
中

暮
春

夏
15　

雨
中
更
衣
・
雨
中
余
花
・
雨
中
新
樹
・
雨
中
神
祭
・
雨
中
卯
花
・
雨
中
郭
公
・

雨
中
早
苗
・
雨
中
菖
蒲
・
雨
中
橘
・
雨
中
夏
草
・
雨
中
蚊
遣
火
・
雨
中
蛍
・

雨
中
蝉
・
雨
中
納
涼
・
雨
中
六
月
祓

秋
20　

雨
中
立
秋
・
雨
中
七
夕
・
雨
中
露
・
雨
中
荻
・
雨
中
萩
・
雨
中
女
郎
花
・
雨

中
薄
・
雨
中
刈
萱
・
雨
中
虫
・
雨
中
雁
・
雨
中
鹿
・
雨
中
鶉
・
雨
中
鴫
・
雨

中
鴫
・
雨
中
稲
花
・
雨
中
霧
・
雨
中
月
・
雨
中
擣
衣
・
雨
中
菊
・
雨
中
紅
葉
・

雨
中
暮
秋

冬
15　

雨
中
初
冬
・
雨
中
落
葉
・
雨
中
霜
・
雨
中
寒
草
・
雨
中
寒
松
・
雨
中
氷
・
雨

中
千
鳥
・
雨
中
水
鳥
・
雨
中
網
代
・
雨
中
霰
・
雨
中
雪
・
雨
中
鷹
狩
・
雨
中

炭
竈
・
雨
中
炉
火
・
雨
中
歳
暮

恋
10　

寄
雨
初
恋
・
寄
雨
忍
恋
・
寄
雨
不
逢
恋
・
寄
雨
契
恋
・
寄
雨
祈
恋
・
寄
雨
待

恋
・
寄
雨
逢
恋
・
寄
雨
別
恋
・
寄
雨
絶
恋
・
寄
雨
恨
恋

雑
20　

寄
雨
暁
・
寄
雨
松
・
寄
雨
竹
・
寄
雨
鶴
・
寄
雨
苔
・
寄
雨
山
・
寄
雨
川
・
寄

雨
野
・
寄
雨
関
・
寄
雨
橋
・
寄
雨
海
・
寄
雨
旅
・
寄
雨
山
家
・
寄
雨
夢
・
寄

雨
田
家
・
寄
雨
懐
旧
・
寄
雨
述
懐
・
寄
雨
神
祇
・
寄
雨
釈
教
・
寄
雨
祝

﹇
表
2
﹈
国
冬
祈
雨
百
首
の
歌
題
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そ
う
い
っ
た
中
で
、
寺
社
へ
奉
納
さ
れ
た
百
首
歌
（
奉
納
百
首
）
に
は

追
従
型
と
独
詠
型
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
発
生
や
展
開
は
別
の
経
緯
を

た
ど
っ
た
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
ふ
く
ど
め　

た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


